
インターネット専業銀行への期待

　ジャパンネット銀行はネット専業銀行の特長を活かし、便利で画期

的なサービスを次々と提供している。どんな時間でも振り込みや支払

いがインターネットから即時可能なので、特にインターネットオーク

ションやネットショッピングにおける利用価値は高い。そのためジャ

パンネット銀行はYahoo!JAPANやBIDDERSといった有名なオークシ

ョンサイトでのオフィシャル銀行となっていたり、多くのショッピン

グサイトから提携先として利用されている。

　通常の銀行では実現困難な高い処理機能を次々と提供するため、取

引先企業からの期待も次第に高くなる。ジャパンネット銀行企画部の

北周介氏は「インターネット専業銀行ゆえに取引先企業からは『あら

ゆる自動処理が可能であろう』と期待されてしまうこともままありま

す。ですがたとえこちら側でシステムが対応できても、受入側の対応

も当然必要だということを忘れてはいけません」と念を押す。だが要

望には応えたい。より可用性が高く、コスト面で有利なリアルタイム

決済の構築が求められていた。

リアルタイム決済用の標準FDXSを構築

　実際にジャパンネット銀行が任意の企業とのリアルタイム決済を

検討すると、従来までの銀行の接続手順を採用するのでは実装技術と

運用コストで無理があった。もともと銀行のシステムは専用線を基盤

にしているため、そのままシステムをインターネットに乗せ換ようと

すると賢明ではない。とはいうものの、白紙からプロトコルを作るに

しても開発費がかかる。

　そこで事前に流用できそうな標準を検索したが、適当なものは見当

たらなかった。北氏はこう説明する。「海外にはいくつか金融系XML標

準があります。しかし、多くは証券や外為向けで、決済や資金移動には

適していませんでした。同じ金融系でも、想定される適用範囲が違う

ので、必要なエレメントがないのです。そのため、日本の決済処理に適

したものを作らざるをえませんでした」

　またXMLベースの技術とASTERIAを採用した経緯について「イン

ターネットで利用することを前提とすると、XMLという基本路線は

暗黙の了解でした。他技術とXMLの比較を徹底追求してもいいので

すが、そうなると時間ばかりが過ぎてしまいます。おおかた検討して

XMLが有力候補になったところで、ロゼッタネットが決定打を与え

ました。当時ロゼッタネットの実績や評判を耳にしており、その仕様

は利用価値が高いと目をつけました。そこでロゼッタネットをベー

スとするとなると、ロゼッタネットでのシステム稼働実績のあった

ASTERIAを採用することはまさに最適で必然的な流れでした」

　あとは、ロゼッタネットの仕様（RNIF）上でやりとりされる決済処

理部分のみが必要となる。そこがXMLベースの決済処理規格である

FDXS(Financial Data eXchange Standard)にあたる。FDXSは関係者が

集中的に協議を重ね、2週間ほどで完成した。

キャッシング依頼の即時処理で圧倒的な優位性実現

　まず最初にFDXSを導入したのは金融会社だった。エンドユーザーが

キャッシングを金融会社に依頼すると、金融会社からジャパンネット

銀行に振り込みが依頼され、資金移動処理が即座に実行される。この資

金移動処理の部分は他の銀行ならば何らかの人的処理が介在すること

が多いが、FDXSを用いることで完全な自動処理化を実現した。これに

より処理時間を大幅短縮し、人的ミスを完全に除去することができた。

　もしエンドユーザーの口座がジャパンネット銀行であれば、処理完

了の通知後にはすぐにATMにて現金化したり、ネット決済で利用する

ことができる。特に金融会社とジャパンネット銀行との間では取引時

間制限のある全銀システムを介さないため、24時間365日のリアルタ

イム決済が可能となる。ここが他行と比較して圧倒的に有利となる。

　また基本仕様にロゼッタネットと同等の技術を用いているため、

通信形態には依存することはない。つまり、インターネット、VPN、専

用線でもまるで問題ない。処理はおおよそ10秒以内で完了する。

リアルタイム決済を可能にする
FDXSベースのシステムをASTERIAで構築。
利便性の高いサービスを提供し顧客開拓へと導いた。
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ジャパンネット銀行は日本初のインターネット専業銀行として2000年10月に開業した。
24時間365日いつでも振り込みや支払いが可能であることや、パソコンや携帯電話から
操作できるという画期的な利便性を特徴としている。さらなるサービス向上と取引企業
からリアルタイム決済の要望が重なり、XMLベースの決済処理規格であるFDXS（Financial 
Data exchange Standard）を策定した。FDXSは金融会社や公営競技へと導入され、
インターネットを介したエンドツーエンドでのリアルタイム決済が実現した。いまジャパン
ネット銀行と取引企業のインターフェイスにはASTERIAが稼働し、処理は完全に自動化
されている。導入後は処理効率の向上だけではなく、利便性向上で新たな顧客の開拓にも
寄与することができた。
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